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平成 28 年度ハローワークのマッチング機能に関する 

業務の評価・改善の取組および評価結果について 

 

厚生労働省では、ハローワーク（以下「ＨＷ」という。）の機能強化を図るため、平成 2７年度

から全国のＨＷ（428 所（※１））を対象に、従来の目標管理・業務改善の拡充、マッチング機能

に関する業務の総合評価（※２）、評価結果等に基づく全国的な業務改善に取り組んでいます。 

この度、平成 28年度の評価結果が取りまとまりました。 

（※１）平成28年度については、災害等の影響が生じている熊本労働局管内の各ＨＷ（９所）を対象外とした。 

（※２）総合評価とは、全国のＨＷを労働市場の状況や業務量、体制などが同じようなＨＷを11グループ（G）に分類し

た上で、就職支援（マッチング関連）業務に関し、全ＨＷで共通する指標と、ＨＷごとに地域の特性等を踏まえ重

点的に取り組む業務や継続的な業務改善等に関する取り組みを総合的に評価するもの。 

 

〇全国及び佐賀労働局各ＨＷの総合評価結果 

類型（※３） 標語 ＨＷ数 佐賀労働局各ＨＷ 

類型１ 非常に良好な成果 3  

類型２ 良好な成果 208 
ＨＷ佐賀（3G）、ＨＷ唐津（8G）、 

ＨＷ鳥栖（6G） 

類型３ 標準的な成果 217 
ＨＷ武雄（9G）、ＨＷ伊万里（9G）、 

ＨＷ鹿島（9G） 

類型４ 
成果向上のため計画的

な取組みが必要 
0  

計  428 6 

（※３）総合評価に当たっては、年度合計の指標・項目の実績をポイント化し、ＨＷごとに総ポイント数を算出し

た上で各グループ内で総ポイント数等を比較・評価。 

なお、評価に当たっては、各グループ内のポイントの平均値を基準とし、平均値以上を類型１、２、平均

値未満を類型３、４に区分。 

（目標達成率100％を満点とみなし、満点以上を類型１とする。また、グループ平均値の80％未満のポイン

トとなったものを類型４とする。ただし、規模の大きい１グループは平均値の90％未満、２～５Ｇは平均値

の85％未満と、基準値を高く設定している。） 
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ハローワーク佐賀 就職支援業務報告（平成 28 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

(1) 特に重点的に取り組んだ事項 

① 新規求職者が減少傾向で推移する中、主要指標である就職件数の目標達成を最重点とするため、相談・紹介件数の増加に向けた取り組

み（特に、求職者担当者制（※）と相談連絡による来所者数の増加に向けた対応）に重点を置きました。この結果、求職者担当者制によ

る就職率は、目標の 40％に対し 55.6％となるなど目標を大きく上回るとともに、相談連絡等の情報提供は、対前年度比で情報提供求職

者数＋34.0％、情報提供求人件数＋38.5％とそれぞれ増加しました。 

※ 求職者担当者制とは、1人の求職者に対して 1人の専任の担当者を定め、一貫した職業相談を行うことにより、本人の問題点や就

職活動状況などを綿密に把握して、それに応じた支援を行うものです。 

② 新規求職者数や職業相談件数が減少傾向で推移する中、雇用保険受給者の早期就職支援を実現するため、給付制限期間中の職業相談及

び求職者担当者制に重点を置いて取り組みました。この結果、給付制限期間中の職業相談（認定日相当日の指定呼び出し）の目標及び実

績は、①呼び出し職業相談件数 190 件に対し 279 件、②給付制限期間中の相談連絡件数 360 件に対し 422 件、③給付制限期間中の就職

件数 300 件に対し 382 人と全ての目標を大きく上回ることができました。 

  また、雇用保険受給者であって福祉関係の仕事への就職を希望する方については、通常の窓口ではなく、福祉関連分野への就職を希望

する方に対する専門的な就職支援を行う「福祉人材コーナー」において集中的な支援を行いました。 

③ 佐賀市との一体的実施事業、ハローワーク特区事業における生活困窮者の就労支援を重点とし、地方自治体と共同で策定した事業計画

に基づく各種取組を実施しました。この結果、就労支援を通じた就職者数は、一体的実施事業では目標 273 人以上に対し 344 人、ハロー

ワーク特区事業では目標 24 人に対し就職者 44 人とそれぞれ目標を大きく上回る成果となり、各地方自治体からも高い評価を得ることが

できました。 

④ 公的職業訓練の終了後３ヶ月後の就職件数の目標達成を重点として取り組んだ結果、目標 395 人に対し 509 人と目標を大きく上回る成

果を挙げることができました。また、職業訓練受講者の確保に向けた取り組みとして、月数回の訓練説明会、訓練施設での就職支援セミ

ナー開催、訓練希望者への相談連絡等を積極的に展開しました。 

 

(2) サービス改善・業務改善を図った事項 

新規求職者が減少傾向で推移するとともに、職業相談件数も減少していることを踏まえ、来所者が必ず職業相談窓口を利用していただけ

るような方策の検討・改善を行いました。具体的には、 

①  求人情報提供端末のトップ画面への窓口活用を勧奨する文面（職業相談窓口における各種支援メニューの案内等）の掲載。 
②  求人情報提供端末の「使用カード」手交時における窓口活用を促すチラシの配付。 
③ 求職者担当者制による個別支援について各自担当する支援対象求職者の数を専門相談員は常時 10 人、その他の相談員は常時３人に引き

上げ。 

④ 求人情報提供サービスについて、来所勧奨が容易になるよう従来の郵送方式ではなく、電話主体で行うこととし、郵送で行う場合であ

っても、送付状への手書きによる一言添え（求職者へのメッセージ）を徹底。 

等に取り組みました。 

 

 (3) 今後のサービス・業務改善の取組について 

① 求職者に占める高年齢者の割合は引き続き高い状況が続いていることを踏まえ、新規求人受理の際に、高年齢者の採用に意欲的か否か

を確認のうえ、該当求人については識別コードをシステム入力することとし、紹介窓口における高年齢者への情報提供等の効率化を図

ることとします。  

② ミニ接会を開催しても参加求職者が少ない状況であったことを踏まえ、より多くの求職者に参加していただけるような方策を検討・実

施していきます。 

 

(4) その他業務運営についての分析等 

管内大型ショッピングセンターの増床に伴い多数の管外求人が提出されたものの、当該求人の職種は、販売、サービスに関する職種が主

であり、求人充足が難しい職種でした。このため、ショッピングセンターの責任者とも連携を図り、専用の求人情報紙を作成のうえ、近隣

のハローワークへの情報提供や当該ショッピングセンターへ配架するなどの周知に努めるとともに、当所において求人説明会やミニ面接会

を積極的に開催しました。 

 
 
 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 
 
 
 
 
 

良好な成果 



 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

求人 

充足数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

障害者の就

職件数 

学卒ジョブサ

ポーターの

支援による

正社員就職

件数 

公的職業訓

練の修了３

ヶ月後の就

職件数 

マザーズハ

ローワーク

事業におけ

る担当者制

による就職

支援を受け

た重点支援

対象者の就

職率 

正社員求人

数 

正社員就職

件数 

実績 ６，７２０ ６，６０５ １，８００ １００．０％ １００．０％ ２９．６％ ４４４ ３４６ １，２５２ ５０９ ８７．５％ １０，４１６ ３，２７５ 

目標 ６，６８７ ６，７３２ １，７１４ ９０．０％ ９０．０％ ２６．６％ ３４８ ３２０ １，１６８ ３９５ ８８．５％ １２，１７３ ３，３８４ 

目標達成率 １００％ １０２％ ９５％   １１１％ １２８％ １０８％ ９３％ １２９％ ９９％ １１７％ ９７％ 

（参考）過去３年度平均 ７，４３０ ７，２８８ １，７０１   
        

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 



 
 

ハローワーク唐津 就職支援業務報告（平成 28 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

(1) 特に重点的に取り組んだ事項 

求職者及び紹介件数が減少している中、当所では、主要指標である「就職件数」及び「充足数」の目標達成を最重要と考え、どうすれ

ば求職者を窓口の相談に導き、職業紹介に結び付けていけるかを分析・検討したうえ、重点的に取り組むこととしました。 

まずは求職中ではあるもののハローワークを利用していない方へのアプローチとして、スーパー等に配架している求人情報紙の内容を

詳しいものとなるよう見直しをするとともに、スーパー等の配置先を８か所から 15 か所へと増設しました。 

また、職員一人一日当たり３件以上の紹介件数を目標に掲げ、求職者担当者制（※）による個別支援、求職活動に資するような手書き

の一言を添えた求人情報の提供を行いました。 

さらには、玄関ロビーの掲示用ボードに「求人者からの採用・不採用のコメント」を掲示することによって求職者の意識改善、ひいて

は就職率アップを目指すとともに、事業所のイメージアップを狙った詳細な事業所情報の掲示による応募の促進、求職条件等を踏まえた

求人を選定した上での情報提供も積極的に行いました。 

※ 求職者担当者制とは、1人の求職者に対して 1人の専任の担当者を定め、一貫した職業相談を行うことにより、本人の問題点や就職 

活動状況などを綿密に把握して、それに応じた支援を行うものです。 

(2) サービス改善・業務改善を図った事項 

求人充足会議を定期的に開催し、事業所相談部門・職業相談部門の職員・職業相談員が輪番で参加して幅広い情報交換を行うことによ

り、求職者ニーズ等を踏まえた求人条件緩和の助言・指導、適格求職者の紹介などの効果的な充足対策が講じられるよう改善を図りまし

た。 

また、求人者や求職者からの情報、求人条件等変更などの最新の情報について、職員・職業相談員全員が共有できるようハローワーク

システム内に特定ファイル（掲示板）を新たに設けた上で各自が日々更新することとし、求職者・求人者へのサービス向上と求人の更な

る充足を目指しました。 

(3) 今後のサービス・業務改善の取組について 

満足度調査（求人者）において、「できている」の割合が全国平均及び佐賀局平均よりも低かった「見やすい展示」「わかりやすい陳列」

「服装・身だしなみ」「話しやすさ」等の改善を目指しました。具体的には、全職員による庁舎内の整理・整頓・清掃や、わかりやすく、

かつ見やすくなるようなパンフレット、チラシ類の陳列及びポスターの掲示に向けた改善に努めるとともに、管理者が職員の対応状況を

チェックした上で必要な研修指導等を行いました。 

また、自治体と定期的に開催している雇用対策情報交換会の場において、唐津市と連携した合同面接会の開催計画が提案されたところ

であり、当面接会が求人者・求職者双方に対するサービス向上に資するものとなるよう積極的に検討していくこととしています。 

(4) その他業務運営についての分析等 

平成２７年１０月に開設し２年目になった唐津市との一体的実施事業「唐津市福祉・就労支援コーナー」（愛称：ＣｏＣｏカラ）は円滑

に進み、効果的な結果となっており、当該コーナー利用者アンケートの全体的な満足度も９２．９％に達するなど高い評価をいただいて

います。 

また、生活保護受給中の方であって、交通不便等の理由によりハローワークや上記コーナーへ足を運べない方々に対する支援のため、

各市民センターへ巡回相談も行っているところです。 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

 マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職者数 

求人 

充足数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職者数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

学卒ジョブサ

ポーターの

支援による

正社員就職

件数 

正社員求人

数 

正社員就職

件数 

実績 ２，２９５ １，９７０ ７０３ ８７．７％ ９６．３％ ３６．８％ ８０ ４８１ ３，８８４ １，１４６ 

目標 ２，２８７ １，９２４ ７４０ ９０％以上 ９０％以上 ３２．７％ ５４ ４９５ ３，３２５ １，１２７ 

目標達成率 １００％ １０２％ ９５％ 
  

１１３％ １４８％ ９７％ １１７％ １０２％ 

（参考）過去３年度平均 ２，５３１ ２，２５５ ６８６ 
       

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 



 
 

ハローワーク武雄 就職支援業務報告（平成 28 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、人手不足職種が顕在化してきていることから、求人充足数の目標達成が最重要と考え、特に重点的に進めることとし、ミニ面

接会の開催や求人担当者制（※）の実施、求職者への積極的な求人情報の提供などの取組を実施しました。 

特にミニ面接会は年間 12 回開催し、参加事業所数が計 57 社、１回あたりの平均参加者が 11 人、就職者が計 13 人と、一定の効果を挙げ

るところができ、参加事業所からは、継続実施を希望するとのお声をいただいています。 

また、求職者が事業所の様子や仕事内容を具体的にイメージできるよう求人事業所の画像情報の収集に積極的に取り組み、新規に 77 事業

所から画像情報をいただき、求人情報提供端末等により詳細な求人情報として提供しました。この取組については、利用者から「求人票だ

けでは分からない会社の様子が分かった」などの評価をいただいています。 

※ 求人担当者制とは、求人事業所ごとに担当を決め、適格求職者の把握・紹介、求職者ニーズ等を踏まえた求人条件緩和の助言・指導

の提案等により、求人充足に至るまでの一貫した支援を行うものです。 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

当所の庁舎が古いこともあり、利用者アンケートにおいて、庁舎の清潔さや見やすいポスター類の提示、わかりやすいチラシ・パンフ 

レット類の陳列といった内容の満足度が低調だったことを受け、職員による清掃活動に取り組むとともに、ポスターやパンフレット等の 

より見やすい掲示・陳列に向けた改善を図りました。 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について  

今後も、積極的な事業所訪問等による正社員を中心とした求人開拓や、より応募に繋がりやすい求人条件の提案等を行っていくととも

に、できるだけ多くの求人情報を求職者に提供することを通じて、数多くの紹介ができるよう窓口での支援に力を入れていきます。 

（４）その他業務運営についての分析等 

近年、ショッピングモールの新規開業等により、小売業からの求人が多数ありましたが、応募者がなかなか集まらない状況でした。同じ

ように人手不足が深刻な職種が発生している状況を踏まえ、人手不足職種に特化したミニ面接会や求人説明会を開催する等、求職者に広く

アピールできるような取組を実施していきます。 

 
 
 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

求人 

充足数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

求人に対す

る紹介率 

求職者に対

する紹介率 

障害者の 

就職件数 

正社員 

求人数 

正社員就職

件数 

実績 １，９１１ １，６０４ ４８８ ９６．０％ ９６．０％ ３６．８％ ２４．４％ ２２．０％ ６２ ２，５６９ ９７６ 

目標  １，９６０  １，６５０  ４７０ ９０．０％ ９０．０％ ３０．３％ ２７．６％ ２３．８％ ７４ ２，２３２ ９６２ 

目標達成率 ９８％  ９７％  １０４％ 
  

１２１％ ８８％ ９２％ ８４％ １１５％ １０１％ 

（参考）過去３年度平均  ２，１１２  １，８８５ ４７７ 
        

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

標準的な成果  



 
 

ハローワーク伊万里 就職支援業務報告（平成 28 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

(1) 特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、「雇用保険受給者の早期再就職件数」の目標達成を最重要と考え、特に重点的に進めることとし、失業の認定日における受給者

全員に対する職業相談、受給者の希望条件等に合致する求人を職員があらかじめ見繕ったうえで応募を促す提案型紹介の励行、重点的に支援

することとした受給者や再就職を特に急いでいる求職者等を対象とした双方向型の求職者担当者制（※）の実施や求職条件等を踏まえた求人

を選定・提供するための作業に専念する時間の設定・確保などに取り組んだところであり、これら地道な取り組みの継続により、受給者が減

少する中においても、目標を達成することができました。 
※ 求職者担当者制とは、１人の求職者に対して１人の専任の担当者を定め、一貫した職業相談を行うことにより、本人の問題点や就職活

動状況などを綿密に把握して、それに応じた支援を行うものです。 

 

(2) サービス改善・業務改善を図った事項 

平成 27 年度の利用者アンケートでは、担当者の個別相談サービスへの期待度が高かったため、今年度は双方向型個別支援の取組を強化し

ました。この結果、今年度の利用者アンケートでは全体の利用者満足度がアップしました。 

 

(3) 今後のサービス・業務改善の取組について 

求職者の減少に対し、求人は増加傾向であり、人手不足感が高まっている状況であることを踏まえ、特に当所管内において人手不足となっ

ている介護・看護・保育分野への就職件数を平成 29 年度における当所の重点指標項目として選択し、年６回以上の開催を目標としているミ

ニ面接会へのより多くの求職者の参加促進に取り組むなど、求人者サービスを強化していきます。 

 

 (4) その他業務運営についての分析等 

景気回復に伴う人手不足感が高まる中、若年者（新卒者）の人材確保対策に取り組んでいる管内の自治体の要望に応えるため、商工会議所

等と連携し、企業説明会参加企業の開拓に取り組むとともに、参加求職者の確保に努めました。引き続き管内自治体・商工会議所等との連携

を図り、人手不足解消に効果的な取組を実施していきます。 

 
 
 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 
 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職者数 

求人 

充足数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職者数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者の就

職件数 

正社員求人

数 

介護・看護・

保育分野の

就職件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績 １，９９４ １，９２３ ４８０ ９７．９％ ９９．０％ ４１．６％ １０４ ３．５８６ ３９０ 

目標 ２，０５０ １，９５５ ４８０ ９０．０％ ９０．０％ ３３．８％ １０２ ３，２７６ ３１２ 

目標達成率  ９７％ ９８％ １００％   １２３％ １０２％ １０９％ １２５％ 

（参考）過去３年度平均  ２，１８６ ２，０７９ ４９０    
   

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

標準的な成果 



 
 

ハローワーク鳥栖 就職支援業務報告（平成 28 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

(1) 特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、「就職件数」の増加を図るためには「紹介件数」を伸ばすことが最重要と考え、雇用保険受給中の方の再就職促進として、失業

の認定日における全員再面接を実施し、より丁寧な職業相談・紹介を徹底しました。 

この結果、新規に求職登録された方や雇用保険受給中の方の減少傾向が続く中においても、就職者数は前年比で▲5.4%（前々同年比は▲

6.4%）の下げ幅に抑えることができました。 

特に、雇用保険受給中の方については、紹介件数は 2.2%増加、就職者数も 3.7％増加とすることができました。 

  

(2) サービス改善・業務改善を図った事項 

利用者満足度調査において、全体として全国平均、佐賀労働局平均を上回っていたものの、見やすいポスター掲示、わかりやすい陳列が全

国平均を下回っていました。このため、ポスターの掲示、リーフレット等の陳列などについて、求職者や求人者が把握しやすい掲示・陳列に

向けた改善を図りました。 

 

(3) 今後のサービス・業務改善の取組について 

求職登録が期限切れにより無効となった方への再アプローチに取り組みつつ、有効中の方で求人へ応募するも不採用となった方へのより手

厚いフォローアップ、求職登録はしたものの職業紹介に至っていない方へのフォローアップを実施していきます。 

 

(4) その他業務運営についての分析等 

求職登録が無効となった方への再アプローチや、求人の充足に向けたフォローアップ対策を積極的に実施したものの、主要な指標である「就

職者数」及び「求人充足数」の目標が達成できなかったため、今後、更なる支援策を検討するとともに、これら支援策等の周知に向けた広報

にも力を入れていくこととしています。 

 

 
 
 
 
 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 
 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職者数 

求人 

充足数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職者数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

学卒ジョブサ

ポーターの

支援による

正社員就職

件数 

マザーズハロ

ーワーク事業

における担当

者制による就

職支援を受け

た重点支援対

象者の就職率 

正社員求人

数 

実績 ２，８７６ ２，７９６ ８３８ ９８．０％ ９９．０％ ２９．２％ １１９ ３１２ ８５．９％ ５，０２９ 
 

  

  

  

  

  

  

目標 ３，０００ ２，９６５ ７９５ ９０．０％ ９０．０％ ２６．１％ ９４ ３１９ ８８．５％ ４，６６８ 

目標達成率 ９６％ ９４％ １０５％ 
  

１１２％ １２７％ ９８％ ９７％ １０８％ 

（参考）過去３年度平均 ３，０５６ ２，９９８ ８１４ 
       

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 



 
 

ハローワーク鹿島 就職支援業務報告（平成 28 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

(1) 特に重点的に取り組んだ事項 

求人・求職の積極的なマッチングにより一人でも多くの就職、求人充足を実現するため、求職者担当者制（※）による相談時をはじめ、あ

らゆる機会を捉えて、求人充足会議の対象求人やミニ面接会対象求人等の情報提供を重点的に取り組んだ結果、毎月開催しているミニ面接会

は計 32 社が参加し 28 件の就職と成果を挙げることができました。また、フロアナビゲーター（総合受付）の積極的な声掛けによる窓口相談

への誘導や、求人へ応募するも不採用となった方への求人情報の提供など、ハローワークの利用勧奨にも力を入れました。 

※ 求職者担当者制とは、1 人の求職者に対して 1 人の専任の担当者を定め、一貫した職業相談を行うことにより、本人の問題点や就職

活動状況などを綿密に把握して、それに応じた支援を行うものです。 

(2) サービス改善・業務改善を図った事項 

① 職務経歴書等の応募書類の点検・添削、面接対策リーフレットの活用、双方向による求職者担当者制による個別支援を中心とした支援

サービスの充実を図りました。 

② 高齢者を対象とした求人や求人条件を緩和していただいた求人については、「シルバー求人」「リフレッシュ求人」として求人情報提供

端末に特化ボタンを設定するなど、より求職者の目に留まるよう改善を図りました。 

③ 正社員求人の確保、求職者が事業所の様子や仕事内容を具体的にイメージできるよう事業所の画像情報の収集・登録など求人情報の充

実に努めました。なお、画像情報は雇用保険適用事業所数の概ね２割に達しています。 

 

(3) 今後のサービス・業務改善の取組について 

  求人者サービス向上のため、毎月のミニ面接会に加え、新たに「求人事業所ＰＲタイム」（企業説明会）（※）を実施します。 

※ ハローワークの会議室を利用して開催する企業説明会において、事業主自らが求職者に自社の特徴・魅力や労働条件等についてＰＲ

（説明）していただくものです。 

 

(4) その他業務運営についての分析等 

平成 28 年 11 月に開催した長崎労働局ハローワーク諫早との共同企業説明会（福祉分野）については、２会場で延べ 29 名の求職者に参加

いただいたところであり、参加企業・地元自治体からも高い評価を得ることができました。 

 
 
 
 

２ 総合評価（※） 

※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 
 
 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職者数 

求人 

充足数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職者数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者の就

職件数 

正社員求人

数 

正社員就職

件数 

 実績 １，４７３ １，３０４ ４５６ ９６．７％ ９６．９％ ３９．０％ ７１ ２，１３８ ６６３ 

目標 １，５１１ １，３１０ ４２０ ９０．０％ ９０．０％ ３５．２％ ７１ １，８３４ ７１３ 

目標達成率 ９７％ １００％ １０９％ 
  

１１１％ １００％ １１７％ ９３％ 

（参考）過去３年度平均 １，６０６ １，４０３ ４２５ 
      

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

  標準的な成果 










